
　図書館だより 　図書館だより図書館だより

１日㊋
川面地域市民センター
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:30 ～ 11:30
14:00 ～ 15:00
15:15 ～ 15:45

３日㊍ やまびこカフェ
宇治地域市民センター

11:15 ～ 12:15
13:30 ～ 14:30

９日㊌
西山郵便局横
イズミゆめタウン
中電社宅前

11:40 ～ 12:10
14:15 ～ 15:15
15:20 ～ 15:40

10 日㊍ 巨瀬地域市民センター
ポルカ天満屋ハピータウン

10:00 ～ 10:30
14:00 ～ 15:00

14 日㊊

玉川地域市民センター
ささゆり苑
中コミュニティセンター
吹屋連絡所
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

10:00 ～ 11:00
11:40 ～ 12:10
12:15 ～ 12:45
14:15 ～ 14:45
15:15 ～ 15:30
15:45 ～ 16:15

８月の移動図書館 15 日㊋
川面地域市民センター
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:30 ～ 11:30
14:00 ～ 15:00
15:15 ～ 15:45

17 日㊍ やまびこカフェ
宇治地域市民センター

11:15 ～ 12:15
13:30 ～ 14:30

23 日㊌
西山郵便局横
イズミゆめタウン
中電社宅前

11:40 ～ 12:10
14:15 ～ 15:15
15:20 ～ 15:40

24 日㊍ 巨瀬地域市民センター
ポルカ天満屋ハピータウン

10:00 ～ 10:30
14:00 ～ 15:00

25 日㊎ 高倉地域市民センター
中井地域市民センター

13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 15:00

28 日㊊

玉川地域市民センター
ささゆり苑
中コミュニティセンター
吹屋連絡所
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

10:00 ～ 11:00
11:40 ～ 12:10
12:15 ～ 12:45
14:15 ～ 14:45
15:15 ～ 15:30
15:45 ～ 16:15

　
旧
利
用
者
カ
ー
ド
は
8
月
5
日（
土
）以
降

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
新
規
利
用
者
カ
ー
ド

へ
更
新
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に

更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
に
つ
い
て

　
登
録
は
本
人
に
限
り
ま
す
。
12
歳
以
下
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
の
で
同
伴
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
登
録
の
際
は
、
現
住
所
が
確
認
で
き
る
有

効
な
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
左
記
の
と
お
り
）

○
単
独
で
有
効

　
運
転
免
許
証
な
ど
、
顔
写
真
と
現
住
所
が

印
字
さ
れ
て
い
る
も
の

○
複
数
で
有
効

　
健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
に
加
え
、
現

住
所
が
確
認
で
き
る
書
類（
３
カ
月
以
内
の

消
印
付
の
郵
便
物
、
3
カ
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
公
共
料
金
の
支
払
い
領
収
書
な
ど
）

問
高
梁
市
図
書
館
☎（
22
）２
９
１
２

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
年
中
無
休
）

お
す
す
め
図
書

　

突
然
失
業
し
た
時
の
「
失
業
給
付

金
」、
通
勤
中
に
ケ
ガ
し
た
時
の
「
労

災
給
付
金
」、
高
額
入
院
費
が
払
え
な

い
時
の
「
限
度
額
認
定
証
」
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
将
来
の
不
安
を

払ふっ
し
ょ
く
拭
す
る
国
の
制
度
を
、
マ
ン
ガ
を

交
え
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。

問
成
羽
図
書
館
☎（
42
）２
５
８
９

    

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
月
曜
日
休
館
）

『
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
！

国
の
制
度
を
ト
コ
ト
ン
使
う
本
』

■
著
者　
清し

み
ず水
京け

い
ぶ武

■
漫
画　
東

あ
ず
ま
園そ

の
こ子

■
出
版　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ成羽図書館

上
うえしま
島深

みゆ き
雪さん

旧
利
用
者
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
８
月
４
日（
金
）ま
で
！

新カード 旧カード

20H29 (2017) ７月

知るぶぷれは「高梁を知る」と「シ
ルブプレ」（フランス語で「よろし
ければ」）をかけ合わせた言葉です

　

今
年
の
５
月
、
近
藤
市

長
と
一
緒
に
フ
ラ
ン
ス
へ

行
き
ま
し
た
。
27
年
前
か

ら
続
く
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ

イ
オ
州
ト
ロ
イ
市
と
の
友

好
に
倣な

ら

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス

と
交
流
を
結
ぶ
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

美
食
で
知
ら
れ
る
リ
ヨ
ン
市
で
は
、
ア

ン
ペ
ー
ル
高
校
の
ブ
ル
ジ
ャ
校
長
と
面
談

し
、
高
梁
市
内
の
高
校
と
短
期
留
学
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
協
定
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
高
梁
市
で
フ
ラ
ン

ス
人
高
校
生
を
受
け
入
れ
た
り
、
高
梁
市

の
高
校
生
を
リ
ヨ
ン
市
へ
派
遣
し
た
り
す

る
相
互
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ヨ
ン
市
に
隣
接
す
る
ア
ン
県
で
は
、

中
世
城
郭
で
有
名
な
ペ
ル
ー
ジ
ュ
市
、「
星

の
王
子
さ
ま
」
の
著
者
で
あ
る
サ
ン
・
テ

グ
ジ
ュ
ペ
リ
が
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
城

が
あ
る
サ
ン
モ
リ
ス
ド
レ
マ
ン
ス
市
、
バ

ロ
ッ
ク
音
楽
祭
が
修
道
院

で
開
催
さ
れ
る
ア
ン
ブ
ロ

ネ
市
に
行
き
、
先
方
の
代

理
人
た
ち
と
観
光
振
興
や

文
化
交
流
な
ど
の
可
能
性

に
つ
い
て
話
し
な
が
ら
、

ど
う
や
っ
て
高
梁
の
皆
さ

ん
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
る
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
後
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室
や
フ

ラ
ン
ス
映
画
の
上
映
会
、
講
演
な
ど
の
国

際
理
解
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
文
化
を
輸
入
し
た
明
治
期
の

画
家
・
児
島
虎
次
郎
を
見
習
っ
て
、
和
田

町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
フ
ラ
ン
ス
雑
貨
店

「
Ｂブ

ロ

カ

ン

ト

・

ジ

ー

ｒ
ｏ
ｃ
ａ
ｎ
ｔ
・
Ｇ
」
や
、
栄
町
の

洋
菓
子
店「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
・
シ
ャ
ロ
ン
」

の
よ
う
に
、
親
仏
感
、
日
仏
交
流
の
一
助

に
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

　

今
、
高
梁
に
フ
ラ
ン
ス
の
風
が
吹
い
て

い
ま
す
。
一
緒
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

リヨン市アンペール高校との面談では、
今後の交流を約束しました。

初回の料理教室でのレモンタルト作り。
あなたもフランスのレシピと交流を楽し
みませんか。

⑧

　

市
長
室
か
ら　

こ
ん
に
ち
は

●
皆
さ
ん
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？

あ
ま
り
な
じ
み
が
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
内
部
障
害
や
妊

娠
初
期
な
ど
、
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な

く
て
も
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
す
る
人

が
手
荷
物
な
ど
に
付
け
る
こ
と
で
、
周

囲
の
人
に
配
慮
を
求
め
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
た
方
を
見

か
け
た
ら
「
何
か
お
困
り
で
す
か
」
と

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
全
国

で
同
様
の
マ
ー
ク
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
先
日
、
閉
館
間
際
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
に
寄
っ
て
み
ま
し
た
。「
閉
館
前
だ
け

ど
い
い
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
い
い

で
す
よ
」
と
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

飲
み
物
を
注
文
し
て
レ
ジ
で
支
払
い
を

し
な
が
ら
店
員
さ
ん
と
会
話
を
し
て
い

る
と
、
カ
ッ
プ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
顔
文

字
を
書
い
て
く
れ
て
ま
し
た
。
お
ま
け

に
、『
お
疲
れ
さ
ま
』
っ
て
文
字
を
添
え

て
で
す
。
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
、
い
つ
も
以
上
に
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

気
遣
い
が
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
高
梁

市
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
大
切
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

●
ち
ょ
っ
と
前
か
ら
、
山
陽
新
聞
に
鉄

道
の
記
事
が
よ
く
載
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
読
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
記
事
を
書
い
て
い
る
記
者
の
女

性
も
、
多
分
鉄
女
？
「
乗
り
鉄
」
か
な

と
思
っ
て
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
職
業
柄
、

や
は
り
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
も
素
晴
ら
し
い
。

一
度
、
鉄
道
談
議
を
し
て
み
た
い
で
す

ね
。
そ
の
時
に
は
、
復
活
し
た
Ｄ
51

－

２
０
０
蒸
気
機
関
車
の
伯
備
線
運
転
の

夢
を
大
い
に
語
ら
い
な
が
ら
。

梅小路蒸気機関車館で保管されていたD51-200車両

21 H29 (2017) ７月


